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301KC

かんたんマニュアル

安全上のご注意

安全にお使いいただくために必ずお読みください
●● この「安全上のご注意」には、本機を使用するお客様や他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、守っていただきたい事項を記載してあります。
●● 各事項は以下の区分に分けて記載しています。

●■ 表示の説明

この表示は「人が死亡または重傷＊1を負う危険が差し迫って
生じることが想定される内容」を示しています。

この表示は「人が死亡または重傷＊1を負う可能性が想定され
る内容」を示しています。

この表示は「人が傷害＊2を負う可能性が想定される内容や物
的損害＊3の発生が想定される内容」を示しています。

＊1●「重傷」とは、失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨折・中毒などで後遺症が残る
もの、または治療に入院や長期の通院を要するものを指します。

＊2●「傷害」とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど（高温・低温）・感電
などを指します。

＊3●「物的損害」とは、家屋・家財および家畜・ペットなどにかかわる拡大損害を指します。

●■ 図記号の説明

行為を禁止する記号 行為を指示する記号

　 　

●■ 免責事項について
●●地震・雷・風水害などの天災および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事
故、お客様の故意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、
当社は一切の責任を負いません。
●●本製品の使用または使用不能から生ずる附随的な損害（事業利益の損失・事業の中断、
記憶内容の変化・消失など）に関して、当社は一切の責任を負いません。
●●取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切の責任を
負いません。
●●当社が関与していない接続機器との組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関し
て、当社は一切の責任を負いません。
●●大切なデータは、控えを取ることをお勧めします。万一、登録された情報内容が変化、消
失してしまうことがあっても、故障や障害の原因にかかわらず当社としては責任を負いか
ねますのであらかじめご了承ください。

本機／バッテリー／充電用機器共通
本機・バッテリー・充電用機器のそれぞれにも注意事項の記載があります。必ずお読みにな
り記載事項をお守りください。

必ず専用の周辺機器をご使用ください。専用の周辺機器以外を使用すると破裂・
発火・火災・漏液の原因となります。
STOLA（301KC）周辺機器
・ACアダプタ＜オプション品＞
・バッテリー＜LB07KC＞
高温になる場所（火のそば、ストーブのそば、炎天下など）での使用や放置、保
管をしないでください。破裂・発火・火災・発熱の原因となります。

本機を長時間ご使用になる場合、特に高温環境では、熱くなることがありますの
でご注意ください。熱くなった状態で長時間肌に触れたまま使用していると、低
温やけどになるおそれがあります。
引火性ガスや油煙が発生する場所では使用しないでください。ガスに引火し、破裂・
発火・火災の原因となります。ガソリンスタンドでの給油中など、引火性ガスが
発生する場所では電源を切り、充電もしないでください。
火の中に投入したり、加熱したりしないでください。破裂・発火・火災・発熱の
原因となります。

加熱用機器（電子レンジなど）や高圧容器に入れないでください。破裂・発火・火災・
発熱の原因となります。

分解・改造・修理はしないでください。破裂・発火・火災・発熱・感電・けがの
原因となります。PHSの改造は電波法違反になります。故障などによる修理は、
Y!mobileカスタマーセンター、京セラテクニカルサービスセンターまでご連絡く
ださい。
導電性異物（金属片・鉛筆の芯など）を、充電端子に接触させたり内部に入れた
りして充電端子をショートさせないでください。破裂・発火・火災・発熱・感電
の原因となります。
高所から落下させる、投げつける、踏みつけるなど強い衝撃を与えないでください。
破裂・発火・火災・発熱の原因となります。

使用中に煙が出る、異臭がする、異常な音がする、過剰に発熱しているなど異常
が起きたら直ちに使用を中止してください。異常が起きた場合は、充電中であれ
ばまず充電用機器をコンセントから抜き、冷めたことを確認してから、電源を切り、
バッテリーをはずしてY!mobileカスタマーセンター、京セラテクニカルサービス
センターまでご連絡ください。そのまま使用すると破裂・発火・火災・発熱の原
因となります。
ACアダプタ（オプション品）は、指定以外の電源電圧は使用しないでください。ま
た海外旅行用変圧器を使用しての充電は行わないでください。火災や感電などの原
因となります。

通電状態で充電端子に手や指など身体の一部が触れないようにしてください。感
電・けがの原因となります。

はじめに
このたびは、「STOLA（301KC）」（以降は「本機」と記載）をお買い上げいただき、誠にあり
がとうございます。
ご使用の前に本書を必ずお読みいただき、正しくお使いください。お読みになったあとは、いつ
でも見られるようにお手元に大切に保管してください。

●●本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
●●本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。
●●本書の内容については万全を期してはおりますが、万一ご不審な点や記載漏れなどお気づき
の点がありましたらご連絡ください。

次のものがそろっているか確認してください

●● 本体（301KC） ●●バッテリーカバー

●●リチウムイオンバッテリー（LB07KC）

●●かんたんマニュアル（保証書）（本書）

本機が濡れている状態で充電しないでください。感電や電子回路のショートなどによ
る故障・火災の原因となります。水濡れ時の充電による故障は保証の対象外となり修
理ができません。
水などの液体が充電端子、バッテリーカバーなどから本体内部に入った場合には、使
用をおやめください。そのまま使用すると、発熱・発火・故障の原因となります。

落下したり、破損したりした場合などはそのまま使用せず、Y!mobileカスタマーセン
ター、京セラテクニカルサービスセンターまでご連絡ください。

乳幼児の手の届く場所には置かないでください。部品やバッテリーなどの誤飲で窒息
による事故やけがなどの原因となります。

直射日光のあたる場所（自動車内など）、極端に低温になる場所、湿気やほこりの多い
場所に保管しないでください。発火・火災の原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下してけ
がの原因となります。また、本機がバイブレータ設定になっている場合、振動により
落下する可能性があるため特にご注意ください。
外部から電源が供給されている状態の本機・バッテリー・充電用機器に長時間、触れ
ないでください。低温やけどの原因となります。

本機について
共通の注意事項（本機・バッテリー・充電用機器）についても記載がありますので、必ずお読み
になり記載事項をお守りください。

自動車・バイク・自転車などの運転中は使用しないでください。交通事故の原因とな
ります。自動車・バイク運転中のPHSの使用は危険なため法律で禁止されています。
また、自転車運転中の使用も法律等で罰せられる場合があります。
自動車内で使用する場合、まれに車載電子機器に影響を与える場合があります。安全
走行を損なうおそれがありますので、その場合は使用しないでください。

航空機に搭乗される場合は、運航の安全に支障をきたすおそれがありますので、電源
をお切りください。航空機内でのPHSの使用は法律で禁止されています。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器、その他医用電気機器の近くで
PHSを使用される場合は、電波によりそれらの装置・機器に影響を与えるおそれがあ
るため、次のことを守ってください。

1.● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている方は、
PHSを心臓ペースメーカーなど装着部から22cm以上離して携行および使用して
ください。

2.● 満員電車の中など混雑した場所では、付近に心臓ペースメーカー、植込み型除細動
器を装着している方がいる可能性がありますので、PHSの電源を切るようにしてく
ださい。

3.● 医療機関の屋内では以下のことに注意してご使用ください。
●・手術室・集中治療室（ICU）・冠状動脈疾患監視病室（CCU）にはPHSを持ち込まない。
●・病棟内では、PHSの電源を切る。
●・ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、PHSの電源を切る。
●・医療機関が個々に使用禁止・持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療
機関の指示に従う。

4.● 医療機関の外で植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器以外の医用電
気機器を使用される場合（自宅療養など）は、電波による影響について個別に医用
電気機器メーカーなどにご確認ください。

ここで記載している内容は、「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話
端末等の使用に関する指針」（平成9年3月「不要電波問題対策協議会」｛現電波環境協
議会｝）に準拠し、また「電波の医用機器等への影響に関する調査研究報告書」（平成
13年3月「社団法人電波産業会」）の内容を参考にしたものです。

PHSについては平成12〜13年度に調査が行われ、平成17年に上記指針、報告書の
内容が妥当であることが総務省より公表されています。
高精度な電子機器の近くでは電源をお切りください。電子機器に影響を与える場合が
あります。（影響を与えるおそれがある機器の例：心臓ペースメーカー・補聴器・その
他医用電子機器・火災報知器・自動ドアなど。医用電子機器をお使いの場合は、機器メー
カーまたは販売者に電波による影響についてご確認ください。）
通話・メールなどするときは周囲の安全を確認してください。安全を確認せずに使用
すると、転倒・交通事故の原因となります。

屋外で雷鳴が聞こえた場合は、直ちに本機の使用を中止してください。落雷・感電の
原因となります。本機の電源を切って、安全な場所へ移動してください。

雨天・降雪中・海岸・水辺などで使用する場合の水ぬれや湿気、身に付けている場合
は汗による湿気にご注意ください。感電や電子回路のショートの原因となります。

本機が破損したり、電話機内部が露出したりした場合、破損部および露出部に手を触れ
ないでください。感電したり、けがをすることがあります。そのまま使用せず、Y!mobile
カスタマーセンター、京セラテクニカルサービスセンターまでご連絡ください。
心臓の弱い方はバイブレータ（振動）や音量の大きさの設定にご注意ください。心臓
に影響を与える可能性があります。

赤外線ポートを目に向けて赤外線通信を行わないでください。視力障害を起こす原因
となります。また、他の赤外線装置に向けて送信すると、誤動作するなどの影響を与
える可能性があります。
暗い部屋で、画面の強い光や光の点滅を見つめないでください。強い光の刺激を受け
たり点滅を繰り返す画面を見ていると、ごくまれに、筋肉のまひや意識の喪失などの
症状を起こす人がいます。こうした経験のある方は、事前に必ず医師と相談してくだ
さい。

通常はバッテリーカバーをはめた状態で使用してください。カバーをはめずに使用し
ていると、ほこり・水などが入り感電や電子回路のショートの原因となります。

受話口部の吸着物にご注意ください。受話口部には磁石を使用しているため、画鋲や
ピン・カッターの刃、ホチキスの針などの金属が付着し、思わぬけがをすることがあ
ります。ご使用の際、受話口部に異物がないか必ず確かめてください。
ハンドストラップなどを持って振り回さないでください。けがの原因となります。

キャッシュカードやフロッピーディスク等の磁気を帯びた記憶媒体や電子機器、金属
製品を近づけたりしないでください。磁気データの消失の原因となります。

皮膚に異常を感じたときは直ちに使用を止め、皮膚科専門医へご相談ください。お客
様の体質・体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿疹などを生じる場合があります。

（使用箇所）
・（使用材料）
・（表面処理）

外装ケース（Front側）
・PC樹脂

フロントジョグキー、電話帳キー、メールキー、
音声／伝言メモキー、キーロックキー、発信・通話キー、
電源・終話キー、クリア／マナーキー、センターキー、
ダイヤルキー
・�PC樹脂
・アクリル系UV硬化塗装処理

外装ケース（Rear側）
・PC樹脂
・アクリル系UV硬化塗装処理

赤外線ポート窓部
・アクリル樹脂
・化学硬化処理

ウィンドウパネル部
・アクリル樹脂
・�化学硬化処理

耳を刺激するような大音量で長時間続けて聞かないでください。聴力に悪い影響を与
えることがあります。

バッテリーについて
共通の注意事項（本機・バッテリー・充電用機器）についても記載がありますので、必ずお読み
になり記載事項をお守りください。

バッテリーの（＋）と（−）をショートさせないでください。破裂・発火・発熱の原
因となります。

バッテリーを本機に装着するときは、（＋）（−）を逆にしないでください。破裂・発火・
発熱の原因となります。また、うまく接続できないときは無理せず接続部を十分にご
確認ください。
釘をさしたり、ハンマーで叩いたり、踏み付けたりしないでください。破裂・発火・
発熱の原因となります。

直接ハンダ付けをしたり、分解・改造をしたりしないでください。バッテリー内部の
液が飛び出し目に入ったりして失明などの事故や、破裂・発火・発熱の原因となります。

漏液したり、異臭がするときは直ちに使用を中止してください。また万一近くに火気
がある場合は、火気から遠ざけてください。漏液した液体に引火し、破裂・発火の原
因となります。

内部の液が目に入った場合は、こすらずにきれいな水で十分洗ったあと直ちに医師の
治療を受けてください。放置すると失明するおそれがあります。

バッテリーを水やペットの尿などの液体で濡らさないでください。また、濡れたバッ
テリーは使用や充電をしないでください。破裂・発火・発熱の原因となります。誤っ
て水などに濡れた場合はそのまま使用せず、Y!mobileカスタマーセンター、京セラテ
クニカルサービスセンターまでご連絡ください。

内部の液が皮膚や衣服に付着した場合は、直ちにきれいな水で十分に洗い流してくだ
さい。皮膚がかぶれたりする原因となります。

不要なバッテリーは、一般のゴミといっしょに捨てないでください。不要になったバッ
テリーは端子にテープなどを貼り絶縁してから、サポート店などにお持ちください。
バッテリーを分別回収している市町村の場合は、その条例に従って処理してください。
バッテリーの取り付け／取りはずしの際に無理な力を加えたり、無理に挿入しないで
ください。バッテリーまたはバッテリーカバーが破損するなどし、けがの原因となり
ます。

充電用機器について
共通の注意事項（本機・バッテリー・充電用機器）についても記載がありますので、必ずお読み
になり記載事項をお守りください。

所定の時間を超えても充電が完了しない場合は、充電を止めてください。バッテリーの液
もれ・破裂・発火・火災・発熱の原因となります。Y!mobileカスタマーセンター、京セ
ラテクニカルサービスセンターまでご連絡ください。
雷が鳴り出したらACアダプタ（オプション品）に触れないでください。落雷による感
電などの原因となります。

指定以外の電源電圧では使用しないでください。発火・火災・発熱・感電などの原因と
なります。

ACアダプタをコンセントに差し込む場合、電源プラグに金属製のストラップやアクセ
サリーなどを接触させないでください。発火・火災・感電・けがの原因となります。

充電時以外は、ACアダプタの電源プラグをコンセントから抜いてください。発火・火災・
感電の原因となります。

ACアダプタの電源プラグはコンセントの根元まで確実に差し込んでください。差し込
みが不完全な場合、発火・火災・発熱・感電の原因となります。

水やペットの尿など液体がかからない場所で使用してください。発熱・発火・火災・感電・
ショートの原因となります。万一、液体がかかってしまった場合には直ちにACアダプ
タの電源プラグをコンセントから抜いてください。
充電中は布や布団をかぶせたり、包んだりしないでください。発火・火災の原因となり
ます。

コンセントや配線器具の定格を超える使いかたはしないでください。たこ足配線などで
定格を超えると、発火・火災・発熱の原因となります。

電源コードを傷つけたり、加工したり、ねじったり、引っ張ったり、重いものを載せたり、
束ねたまま使用しないでください。また、傷んだ電源コードは使用しないでください。
発火・火災・感電・ショートの原因となります。
お手入れをするときには、ACアダプタの電源プラグをコンセントから抜いてください。
抜かないでお手入れをすると感電やショートの原因となります。

ACアダプタの電源プラグに付いたほこりはふき取ってください。そのまま放置すると発
火・火災の原因となります。

ACアダプタの電源プラグをコンセントから抜くときは、必ずプラグを持って抜いてく
ださい。電源コードを引っ張ると電源コードが損傷し、発火・火災・感電の原因となり
ます。
ACアダプタを本機に差し込むとき、またUSBケーブル（別売）を本機に差し込むとき
は、向きに注意して、必ずコネクタ部分を持ってまっすぐ差し込んでください。また、
取りはずすときも必ずコネクタ部分を持って抜いてください。コードを引っ張るとコー
ドが損傷し、発火・火災・感電の原因となります。

取扱上のお願い

本機／バッテリー／充電用機器共通
●● 無理な力がかかると、ディスプレイや内部の基板などが破損し故障の原因となりますので、
ズボンやスカートのポケットに入れたまま座ったり、カバンの中で重いものの下になったり
しないよう、ご注意ください。外部に損傷がなくても保証の対象外となります。
●●極端な高温、低温、多湿はお避けください。（周囲温度5℃〜35℃、湿度35％〜85％の範
囲内でご使用ください。）
●●ほこりや振動の多い場所では使用しないでください。

●●充電端子をときどき乾いた綿棒などで掃除してください。汚れていると接触不良の原因
となる場合があります。また、このとき充電端子を変形させないでください。
●●汚れた場合は柔らかい布で乾拭きしてください。ベンジン／シンナー／アルコール／洗
剤などを用いると外装や文字が変質するおそれがありますので、使用しないでください。
●●一般電話／テレビ／ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると影響を与える場
合がありますので、なるべく離れてご使用ください。
●●通話中、メールなどの利用中や充電中など、温かくなることがありますが異常ではあり
ません。
●●バッテリーは、電源を切ってから取りはずしてください。

本機について
●● 本機で使用しているディスプレイは、非常に高度な技術で作られていますが、一部に点
灯しないドット（点）または、常時点灯するドットが存在する場合があります。故障で
はありませんので、あらかじめご了承ください。
●●公共の場でご使用の際は、周りの方の迷惑にならないようご注意ください。振り回した
りそらしたりして本体に無理な力が加わると故障や破損の原因となりますので取扱には
十分ご注意ください。
●● 強く押す、たたくなど、故意に強い衝撃をディスプレイに与えないでください。キズの発生や、
破損の原因となることがあります。
●●ディスプレイを硬いものでこすったりして傷付けないようご注意ください。
●●ポケットおよびバッグなどに収納するときは、ディスプレイが金属などの硬い部材にあ
たらないようにしてください。また、金属などの硬い部材のストラップは、ディスプレ
イのキズの発生や破損の原因となることがありますのでご注意ください。
●●イヤースピーカー、マイクなどに先の尖ったものを差し込んだり、傷つけたりしないで
ください。故障の原因となりますのでご注意ください。
●●受話音声をお聞きになるときは、受話口部が耳の中央にあたるようにしてお使いくださ
い。受話口部（音声穴）が耳周囲にふさがれて音声が聞きづらくなる場合があります。
●●寒い屋外から急に暖かい室内に移動した場合や、湿度の高い場所で使用された場合、本
機内部に水滴が付くことがあります（結露といいます）。このような条件下での使用は故
障の原因となりますのでご注意ください。
●●エアコンの吹き出し口などの近くに置かないでください。急激な温度変化により結露す
ると、内部が腐食し故障の原因となります。
●●データを再生中に無理なキー操作を行うと、データが停止するなど通常と異なる動作を
する場合があります。

バッテリーについて
●● 本機のバッテリーは、リチウムイオンバッテリーです。
●●夏期、閉めきった車内に放置するなど極端な高温や低温環境でのご使用は、バッテリー
が膨らんだり、バッテリーの容量が低下し利用できる時間が短くなります。また、バッ
テリーの寿命も短くなります。できるだけ常温でお使いください。
●●長期間使用しない場合には、本体からはずし、ケース等に入れて高温多湿を避けて保管
してください。
●●はじめてご使用になるときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に充電し
てください。（充電中、バッテリーが温かくなることがありますが異常ではありません。）
●●バッテリーには寿命があります。著しく膨らんだり、充電しても機能が回復しない場合は、
寿命ですので、指定の新しいバッテリー（LB07KC）をご購入ください。なお、寿命は
使用状態などにより異なります。

環境保護のため、寿命がきたバッテリーは普通のゴミと一緒に捨てずに
サポート店、またはリサイクル協力店にお持ちください。
充電式バッテリーの収集・リサイクルおよびリサイクル協力店に関する
問い合わせ先：
社団法人電池工業会
TEL：03-3434-0261
ホームページ：http://www.baj.or.jp

充電用機器について
●● ご使用にならないときは、ACアダプタ（オプション品）の電源プラグをコンセントから
はずしてください。
●●本機の充電端子をときどき乾いた綿棒などで掃除してください。汚れていると接触不良
の原因となる場合があります。

緊急速報について
●● お買い上げ時、受信設定は「受信する」に設定されています。
●●受信時には、マナーモードであっても警告音が鳴動します。（設定によって切り替えるこ
とができます。）
●●通話中、通信中および電波状態が悪い場合は受信できません。
●●お客様のご利用環境・状況によっては、お客様の現在地と異なるエリアに関する情報が
受信される場合、または受信できない場合があります。
●●受信設定を「受信する」にしている場合は、待受時間が短くなることがあります。
●●当社は情報の内容、受信タイミング、情報を受信または受信できなかったことに起因し
た事故を含め、本サービスに関連して発生した損害については、一切責任を負いません。

暗証番号について
●● 暗証番号を必ずご確認ください。お買い上げ時には「1234」
が設定されていますが、お客様が必要に応じて暗証番号を変更
することができます。
●●暗証番号は秘密保持および、誤操作防止のために使用される
大切な番号です。番号をお忘れにならないようにご注意くだ
さい。万一お忘れになった場合は、本機とY!mobileの申込書の控え、または契約内容確
認書類と身分証明書（顔写真の入ったもの）をご用意のうえ、Y!mobileカスタマーセン
ター、京セラテクニカルサービスセンターまでご連絡いただくこととなりますのでご注
意ください。（預かり修理・有償）

暗証番号

●● 暗証番号は、セキュリティ（タイマーロック／着信拒否／操作ロック／シークレット表
示設定／暗証番号変更／本体リセット／リモートロック）、LI設定、赤外線通信、全件削
除等の機能をご利用いただく際に必要となります。

●■ リモートロックのパスワードについて
●●リモートロックのパスワードは、本機の4桁の暗証番号とは
異なり、お客様の必要に応じて4〜8桁の数字で設定すること
ができます。番号をお忘れにならないようにご注意ください。
万一お忘れになった場合は、本機とY!mobileの申込書の控え、
または契約内容確認書類と身分証明書（顔写真の入ったもの）をご用意のうえ、Y!mobile
カスタマーセンター、京セラテクニカルサービスセンターまでご連絡いただくことにな
りますのでご注意ください。（預かり修理・有償）

パス
ワード

●■ 管理者用暗証番号について
●●管理者用暗証番号は、管理者ロックの機能をご利用いただく
際に必要となります。
●●管理者用暗証番号を必ずご確認ください。お買い上げ時には
「12345678」が設定されていますが、お客様が必要に応じ
て管理者用暗証番号を変更することができます。
●●管理者用暗証番号は、本機の4桁の暗証番号とは異なり、お客様の必要に応じて4〜8
桁の数字で設定することができます。番号をお忘れにならないようにご注意ください。
万一お忘れになった場合は、本機とY!mobileの申込書の控え、または契約内容確認書類
と身分証明書（顔写真の入ったもの）をご用意のうえ、Y!mobileカスタマーセンター、
京セラテクニカルサービスセンターまでご連絡いただくことになりますのでご注意くだ
さい。（預かり修理・有償）

暗証番号

携帯電話／PHS電話機のリサイクルについて
携帯電話／PHS事業者は、環境を保護し貴重な資源を再利用するために
お客様が不要となってお持ちになる電話機、バッテリー、充電用機器をブ
ランド／メーカーを問わず左記マークのあるお店で回収し、リサイクルを
行っています。

●●回収した電話機、バッテリー、充電用機器はリサイクルするためご返却できません。
●●プライバシー保護のため、電話機に記憶されているお客様の情報（電話帳、通信履歴、メー
ルなど）は事前に消去してください。

お買い上げ時：
「1234」

お買い上げ時：
未登録

お買い上げ時：
「12345678」

保証書（お客様用）

品 名 STOLA（301KC）

お 買 い 上 げ 日 　　　　年　　月　　日

保 証 期 間
（お買い上げ日より）

1年間�
（バッテリーを除く）

製 造 番 号

お●

客●

様

お名前

ご住所　〒

電話番号 （　　　）　　　−

販●

売●

店

店名・住所・電話番号

●�本保証書は、日本国内に限り有効です。
This�warranty�is�valid�only�in�Japan.

本保証書は、本保証書記載内容に基づき、無償修理をお
約束するものです。万一保証期間内に故障した場合は、
Y!mobileカスタマーセンターにお問い合わせいただくか、
保証書をお手元にご準備のうえ京セラテクニカルサービス
センターまでお申し出ください。

お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内の
サービス活動のために記載内容を利用させて頂く場合がご
ざいますので、ご了承ください。

●●Y!mobileカスタマーセンター
　総合窓口（通話料有料）
● Y!mobileの電話／通信機器から　局番無しの151（有料）
● 一般加入電話・携帯電話などから　0570-039-151（有料）
● ・●オペレーター対応時間：9:00〜20:00（年中無休）
　※「だれとでも定額」の無料対象になります。

　各種お手続き（通話料無料）
● Y!mobileの電話／通信機器から　局番無しの116（無料）
● 一般加入電話・携帯電話などから　0120-921-156（無料）
● ・●受付時間：自動音声応答にて24時間受付（年中無休）

●●京セラテクニカルサービスセンター
● Y!mobile電話・一般電話・携帯電話などから
● 0120-994-723（無料）
● ・●受付時間：●
9:00〜12:00　13:00〜17:00（土・日・祝日定休）

万一梱包内容に不足がある場合は、お買い上げの販売店にご連絡ください。
本体以外の付属品については、別売にてお買い求めになれます。お買い求めについては、京セラ
ホームページをご覧いただくか、京セラテクニカルサービスセンターへご相談ください。

お問い合わせ先一覧

京セラへのお問い合わせ

●■ 京セラ通信お客様相談室
●■ ●通信機器・操作方法に関するご相談、お問い合わせ
●・商品に関するお問い合わせ

Y!mobile電話・一般電話・携帯電話などから
    0120-500-349（無料）

●● 受付時間：平日●9:00〜18:00　土曜・日曜・祝日●9:00〜17:00

●■ 京セラテクニカルサービスセンター
●■ 電話機の修理、オプション品に関するお問い合わせ
●・オプション品購入のご相談について
●・修理のご相談について

Y!mobile電話・一般電話・携帯電話などから
    0120-994-723（無料）

●● 受付時間：9:00〜12:00　13:00〜17:00（土・日・祝日定休）

●■ 京セラホームページ
●■ ホームページからのお問い合わせ
●・機器に関するご相談、お問い合わせ

http://www.kyocera.co.jp/
●

Y!mobileへのお問い合わせ

●■ Y!mobileカスタマーセンター
●■ Y!mobileの総合サービスに関するお問い合わせ
●・ご契約内容（加入・変更・引越等）
●・月額基本料金・通話料等
●・オプションサービス・修理のご相談について
●・サービスエリア
●・電話機の紛失
●・その他、通信サービスについて

総合窓口（通話料有料）

Y!mobileの電話／通信機器から
    局番無しの151（有料）

一般加入電話・携帯電話などから
    0570-039-151（有料）

●● オペレーター対応時間：9:00〜20:00（年中無休）
※「だれとでも定額」の無料対象になります。

各種お手続き（通話料無料）

Y!mobileの電話／通信機器から
    局番無しの116（無料）

一般加入電話・携帯電話などから
    0120-921-156（無料）

●● 受付時間：自動音声応答にて24時間受付（年中無休）
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＜保証規定＞
1.�取扱説明書、本体ラベル等の注意書、ACアダプタの警告表示などに

従った正常な使用状態で故障した場合には、保証期間内に限り無償
修理いたします。

2.�保証期間内でも次のような場合には有償修理となります。（または、
修理ができない場合があります。）
(イ)�取扱説明書・本体ラベル等の注意書、ACアダプタの警告表示な

どに従った正しい使用がなされなかった場合
(ロ)�使用上、取扱上の過失または事故による故障や損傷の場合
(ハ)�不当な修理や改造による故障や損傷の場合
(ニ)�落としたり、ぶつけてしまったことによる故障や損傷、または

その痕跡がある場合
(ホ)�雨や水、または液状（ジュース、コーヒー、油等）のものに濡

らしてしまったり、水やお湯などの中に落としてしまったこと
による故障や損傷、または水濡れや湿気等の痕跡がある場合

(ヘ)�火災・地震・落雷・風水害・異常電圧・公害・塩害・ガス害・
指定外の使用電源（電圧・周波数）及びその他天災地変などに
よる故障や損傷の場合

(ト)�車両・船舶への搭載などに使用された場合の故障や損傷の場合
(チ)�本保証書のご提示がない場合
(リ)�本保証書に、お買い上げ日（年月日）・製造番号・お客様名・販

売店名の記入がない場合、あるいは字句を書き換えられた場合
(ヌ)�消耗品（バッテリー等）の交換の場合

3.�機器の損傷状況によっては、修理ができない場合もあります。
4.�出張による修理対応はお受けできません。
5.�本商品の故障に起因する付随的損害（事業利益の損失・事業の中断・

記憶内容の変化・消失など）に関して、一切の責任を負いません。
6.�当社が関与していない接続機器との組み合わせによる誤動作などか

ら生じた損害や事故については責任を負いかねます。
7.�本保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
●�本保証書記載の機器は、修理や点検の場合、登録された記憶内容（電

話帳、メールなどの内容）や各種設定情報（壁紙設定、着信音設定、
アラーム設定など）が変化・消失するおそれがあります。記憶内容
や各種設定情報は別にメモに取るなど必ずお控えください。記憶内
容や各種設定情報が変化・消失したことによる損害や損失などの請
求につきましては、一切責任を負いかねますので予めご了承くださ
い。

●�本保証書は、本書に明示した期間、条件のもとで、無償修理をお
約束するものです。したがって、本書によって保証書を発行して
いる者（保証責任者）及び、それ以外の事業者に対するお客様の
法律上の権利を制限するものではありません。

●�保証期間経過後の修理等についてご不明の場合はY!mobileカス
タマーセンター、または京セラテクニカルサービスセンターにお
問い合わせください。

●�補修用性能部品（機能維持のために必要な部品）の保有期間は、
製造終了後7年間です。

ランプ

（受話口）
ハンドストラップ
取付部
赤外線ポート
アンテナ
（内蔵）

ディス
プレイ

キー

バッテリー
カバー

マイク
（送話口）

イヤースピーカー

充電端子

お知らせ

●イヤースピーカーからは、通話相
手の声の他に、音声着信音やメー
ル受信音などが鳴ります。

電源をONにする

1 	cを長く（２秒以上）押す
電波状態

圏外 微弱← →強

バッテリー残量

なし←
（要充電）

→十分

電源をOFFにする

1 	cを長く（２秒以上）押す

本機を鞄の中などに入れたとき、
誤ってキーが押されないように、
すべてのキーにロックをかけるこ
とができます。
キーロック中でも通常どおり電話
を受けることができます。
●■キーロックをかける

1 	Bを長く（1秒以上）押す
キーロック中（キーロックがかかっ
た状態）となります。

着信音を変える
電話がかかってきたときに鳴る音
を、お好みの音に変えることがで
きます。お買い上げ時には、「固
定パターン」の「パターン1」に
設定されています。

1 	 待受画面でG

2 	「機能」を選びG【選択】

3 	2「音／バイブ」

4 	1「音声着信」

電話をかける

1 	 待受画面で0～9を押して、相手の電話番号を入力
一般電話にかけるときは市外局番から入力します。
PHSや携帯電話にかけるときは、0から始まる11桁の
電話番号を入力します。

2 	b

3 	 通話が終わったらc

お知らせ

�●最初にbを押してから電話番号を入力してかけることもできます。
�●一度の通話時間が2時間を超える場合、2時間ごとに「ピピッ」というお知らせ音が
鳴ります。

お買い上げ時には、バッテリーは十
分に充電されていません。初めてお
使いになるときや、バッテリー残量
が少なくなったときは、充電してく
ださい。

1 	 コネクタを充電端子にまっすぐ奥まで差し
込む

1

2

●■発信履歴／着信履歴からかける
以前にかけた相手の電話番号やか
かってきた相手の電話番号は、それ
ぞれ新しいものから30件まで記憶さ
れます。30件を超えると、古い履歴
から自動的に削除されます。

1 	 待受画面でJ（発信履歴）またはK（着
信履歴）

2 	 かけたい電話番号を選びb

3 	 通話が終わったらc

電話を受ける

1 	 着信中にb

2 	 通話が終わったらc

フロントジョグキー N

電源・終話キーc

キーロックキーB

音声／伝言メモキーf

センターキー G

発信・通話キー b

クリア／マナーキーa

ダイヤルキー

メールキーC

電話帳キー A

各機能の登録や設定をする
とき、また選択した項目を確
定するときに押します。

画面上のカーソルを移動す
るときに押します。待受中は
Mを押して、発着信履歴を
表示します。

音声／伝言メモ機能を利用
するときに押します。

キーロックをかける／解除する
ときに長く（1秒以上）押します。

電話番号や文字を入力する
ときに押します。

電話帳を利用するときに押
します。

メールを利用するときに押
します。

電話をかけるときや受ける
ときに押します。

入力した文字を訂正すると
きや1つ前の操作に戻ると
きに押します。また、マナー
トーク®／マナーモードを設
定するときに押します。

電源をON／OFFにするとき
に長く（2秒以上）押します。
また、通話や機能を終了する
ときに押します。

5 	2「着信音」

6 	 設定したい着信音を選びG【選択】
着信音を選んだ状態でf【再生】
を押すと、着信音を再生すること
ができます。
着信音を再生中にf【停止】を押
すと再生は終了します。

着信音の大きさを変える

1 	 待受画面でG

2 	「機能」を選びG【選択】

3 	2「音／バイブ」

4 	1「音声着信」

5 	1「音量」

マナーモードを設定／解除する
公共の場所などで音を鳴らさないよ
うにしたいときは、マナーモードを
設定します。
電話がかかってきたときは、バイブ
レータの振動でお知らせすることも
できます。また、マナーモードの設
定によっては伝言メモが設定されま
す。
●■マナーモードを設定する

1 	 待受画面でaを長く（1秒以上）押す
待受画面に「 」が表示されます。

2 	 ACアダプタ（オプション品）の電源
プラグを家庭用AC100Vのコンセン
トに差し込む
充電中のディスプレイとランプの
表示は次のようになります。

箇所

充電中 充電完了

電源
ON
時

電源
OFF
時

電源
ON
時

電源
OFF
時

ディス
プレイ

の
点滅

表示
なし

の
点灯

表示
なし

ランプ 点灯 消灯

お知らせ

�●着信したときの着信音量は、音量1から1
段階ごとに、設定した音量まで一定の間
隔で音が大きくなります。
�●着信中は以下の操作を行うことができま
す。

L 着信音量を調節します。

aを長く�
（1秒以上）

着信音を停止させてバイ
ブレータの振動に切り替
えます。

a 着信音のみを停止させま
す。

c 着信音量およびバイブ
レータを「OFF」にします。

f【メモ】 伝言メモで応答します。

6 	Lで音量を調節しG【OK】
お買い上げ時は「音量3」です。

H 音量
STEP

音量5を設定した場合よ
りも長い間隔で音が大き
くなります。

音量5
（大きい）

・・・
音量1

（小さい）

設定した音量で音が鳴り
ます。
着信したときは、音量1
から1段階ごとに、設定
した音量まで短い間隔で
音が大きくなります。

I
音量
OFF

音は鳴りません。

●■マナーモードを解除する

1 	 マナーモード設定中に、待受画面でa
を長く（1秒以上）押す

安全運転モードを設定／解除する
運転中に電話がかかってきたとき、
運転の妨げにならないように、着信
音やバイブレータを「OFF」に切り
替えることができます。
このとき相手には、運転中のため通
話ができないことをお知らせし、相
手のメッセージを録音できます。

文字入力モードを切り替える
漢字・ひらがな、カタカナ、英字、
数字など、入力したい文字によっ
て入力モードを切り替えます。

1 	 文字入力画面でC

2 	 入力モードを選びG【選択】

入力モードは以下の項目から選び
ます。選べる入力モードは、利用
中の機能により異なります。
1

漢あ
漢字・�
ひらがな
モード

7 絵文字入
力モード

2

カナ
全角�
カタカナ
モード

8

ｶﾅ
半角�
カタカナ
モード

3

ａＡ
全角英字
モード

9

aA
半角英字
モード

4

１２
全角数字
モード

0

12
半角数字
モード

5

？＆
全角記号
モード

d

?&
半角記号
モード

6

コード
コード入
力モード

e

(＾－＾)/
顔文字入
力モード

基本的な文字の入力のしかた
電話帳の登録やメールの作成などの文字入力画面では、0〜9やd、
eを使って文字や数字を入力します。
キーに表示されている文字を入力することができます。

●2を押した場合

漢字・ひらがなモード

2を 1回 → 2回 → 3回 → 4回 → 5回 → 6回・・・
か → き → く → け → こ → か ・・・

全角／半角英字モード

2を 1回 → 2回 → 3回 → 4回 → 5回 → 6回 → 7回 → 8回・・・
a → b → c → A → B → C → 2 → a ・・・

新しく登録する
電話帳には、1000件まで登録できます。

1 	 待受画面でAを長く（1秒以上）押す

2 	 名前を入力しI

3 	 読みを確認しI

4 	 電話番号を入力しI
登録先が一般電話の場合は、0から始まる市外局番から入力してください。

5 	Jで電話番号の種別を選びG【選択】

6 	G【登録】またはf【登録】

電話帳から電話をかける

1 	 待受画面でA

2 	 電話をかけたい相手を選択
G【詳細】を押すと電話帳に登録
されている内容を確認できます。

3 	b

かかってきた電話番号を登録する

1 	 待受画面でK（着信履歴）

2 	 登録したい電話番号を選びf 

【メニュー】

3 	3「電話帳へ登録」

4 	1「新規」
登録されている電話帳データに
電話番号を追加するときは、2 
「追加」→追加したい相手を選びG
【選択】→追加する場所を電話番号
1〜3の中から選びG【選択】→G
【登録】→1「はい」

5 	「新しく登録する」の手順 2 ～ 6 の操
作を行う

●

赤外線でデータを送る／受け取る
赤外線通信の機能を持つ機器と、
電話帳などのデータを送受信する
ことができます。
ここでは、プロフィールデータや
電話番号を相手と送受信する方法
を説明します。

赤外線ポート

20cm以内

●■自分の電話番号を送る

プロフィールに登録されている自分
の電話番号などを、赤外線通信を使っ
て相手に送ります。

1 	 待受画面でG

2 	「赤外線」を選びG【選択】

3 	2「赤外線送信」

4 	1「プロフィール」

5 	G【選択】

6 	 相手側を受信待ちにした後、本機と相手側
の赤外線ポートを向かい合わせる
送信が開始されます。
ディスプレイに「送信しました」のメッ
セージが表示されたら送信は完了です。

お知らせ

�●自分の電話番号などを送るには、以下の
操作でも行えます。
待受画面でG→0→f【赤外線】

●■相手の電話番号などを受け取る

相手の電話番号などを、赤外線通信
を使って受け取ります。

1 	 待受画面でG

2 	「赤外線」を選びG【選択】

3 	1「赤外線受信」
赤外線受信待ち状態になります。

4 	 本機と相手側の赤外線ポートを向かい合わ
せる
受信が開始されます。
データを受け取るとディスプレイに登
録するかどうかのメッセージが表示さ
れます。

5 	1「はい」
本機の電話帳に登録される際、相手が
プロフィールデータに名前を登録して
いる場合は、相手の電話番号などとと
もに名前も登録されます。

お知らせ

�●手順 4 の後に認証パスワードの入力画面
が表示された場合は、以下の操作を行い
ます。
相手に認証パスワードを確認する
→認証パスワードを本機に入力す
る→1「追加登録」／2「上書
き登録」（→1「はい」→4桁の
暗証番号を入力＊1）＊2

＊1：お買い上げ時は「1234」です。
＊2：上書き登録する場合に操作します。

3 	「 （宛先）」を選びG【選択】
以下の項目から選択します。

1発信履歴 →引用したい発信履
歴／着信履歴を選び
G【選択】2着信履歴

3電話帳を開く →電話帳データを選
びG【選択】→電話
番号を選びG【選択】

4直接入力 →電話番号を入力し
G【確定】

4 	 本文入力欄を選びG【選択】

5 	 本文を入力しG【確定】

6 	「送信」を選択し、G【選択】

お知らせ

�●手順 5 の後にbキーを押してもメール
を送信することができます。
�●手順 5 の後にf【メニュー】→1「送
信」を押してもメールを送信することが
できます。

ライトメールをすぐ読む

1 	 待受画面に「新着メール△件」が表示さ
れた状態（新着メール受信表示画面）で、
G【選択】

2 	 受信メール一覧から確認したいメールを選
択し、G【選択】

受信したライトメールを読む

1 	 待受画面でC
2 	1「受信BOX」
受信BOX画面の主なアイコン表示
は以下のようになります。

未読ライトメール

既読ライトメール

3 	 メールを選びG【選択】

キーの文字割り当て表

キー

入力モード

漢字・ひらがな
モード

カタカナモード●
（全角／半角）

英字モード●
（全角／半角）

数字●
モード●

（全角／
半角）

1
あいうえお
ぁぃぅぇぉ

アイウエオ
ァィゥェォ

.@�-�_�:�/�;�~1 1

2 かきくけこ カキクケコ abcABC2 2

3 さしすせそ サシスセソ defDEF3 3

4 たちつてとっ タチツテトッ ghiGHI4 4

5 なにぬねの ナニヌネノ jklJKL5 5

6 はひふへほ ハヒフヘホ mnoMNO6 6

7 まみむめも マミムメモ pqrsPQRS7 7

8 やゆよゃゅょ ヤユヨャュョ tuvTUV8 8

9 らりるれろ ラリルレロ wxyzWXYZ9 9

0

わをんゎ�
ー（長音）
、。！？�
� （スペース）

全角
ワヲンヮ�
ー（長音）
、。！？�
� （スペース）

半角
ワヲン�
ー（長音）
,�.�!�?�
� （スペース）

.�,�-�_�’！？
（スペース）�

0 0

d
ﾞ（濁点）ﾟ（半濁点）
大文字／小文字切り替え

大文字／小文字
切り替え *

e
文字が未確定のとき　　：逆順表示
文字が確定しているとき： （改行） #

・●英字モードの「~」（チルダ）は、全角英字モードの場合には「〜」
になります。

バッテリーを取り付ける

1 	 バッテリーを図のように、①→②の順で矢印の方向へしっかりと押し込む

端子

3 	 バッテリーカバーの外周を①の方向に
なぞり、②の方向にしっかり押さえ、
完全に装着させる

2 	 手順 1 でできた隙間に指先（ツメ）を
かけて、矢印の方向へゆっくりと持ち上
げるようにして取りはずす

2 	 バッテリーカバーと本体を合わせるよ
うに置き、バッテリーカバーを矢印の
方向へ押す

バッテリーを取りはずす

1 	 ○の位置に指先（ツメ）をかけて矢印の
方向へゆっくりと持ち上げ、バッテリーカ
バーと本体の間に隙間を作る

3 	 バッテリーと本体の隙間に指先（ツメ）をかけて、バッテリーを矢印の方向に引き上
げて取りはずす

隙間 〒612-8501
京都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地
http://www.kyocera.co.jp/

通信機器事業本部
〒224-8502
神奈川県横浜市都筑区加賀原2-1-1
http://www.kyocera.co.jp/prdct/telecom/consumer/

取扱説明書
本書および取扱説明書の最新のPDFはパソコンなどでダウンロード
することができます。

京セラホームページ
http://www.kyocera.co.jp/

●■安全運転モードを設定する

1 	 待受画面でeを長く（1秒以上）押す
確認画面と待受画面に「 」が表示さ
れます。

●■安全運転モードを解除する

1 	 安全運転モード設定中に、待受画面でe
を長く（1秒以上）押す

返信する

1 	「受信したライトメールを読む」の手順
1 ～ 3 を参照し、メールの内容を表
示させる

2 	f【メニュー】

3 	1「返信」
宛先「 」には自動的に入力され
ます。

4 	 本文入力欄を選びG【選択】

5 	 本文を入力しG【確定】

6 	「送信」を選択し、G【選択】

B ■着信拒否の指定番号一
覧に登録して電話を切
る場合
→1「切る+登録する」

■電話を切る場合
→●2「切る+登録しな
い」

着信中の電話を切る操作
をします。
着信拒否で「拒否メッセー
ジあり」に設定している
ときは、「切る+登録する」
を押すと電話を切るとき
に拒否メッセージが再生
されます。

ライトメールに対応している
Y!mobile電話機どうしであれば、電
話番号を入力するだけでメッセージ
のやりとりができます。全角45文字
まで送信できます。

ライトメールを送る

1 	 待受画面でC

2 	4「メール作成」

●■キーロックを解除する

1 	 キーロック設定中に、Bを長く（1
秒以上）押す

お知らせ

�●キーロック
中は、ディ
スプレイで
右のように
表示されま
す。

お知らせ ●
�●メールを受信したときの受信音量は、
音量1から1段階ごとに、設定した音
量まで一定の間隔で音が大きくなりま
す。

I	1. 各部の名称 ●I	2. 電源を ON ／ OFF にする I	3. キー操作 I	5. キーロックをかける／解除するI	4. 充電する

I	7. 電話の設定を変える●I	6. 電話の使いかた●

● I	8. 文字を入力する ●

● I	9. 電話帳の使いかた ●

I	10. ライトメールの使いかた ●

● I	11. 赤外線通信の使いかた ● I	12. バッテリーを交換する

●

J39_PL_kantan.indd   2 2014/04/24   12:11:39


